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感染免疫病態制御学
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微生物学講座は基礎医学講座ですが、生涯役立つ感染症の病態解析や診断/治療を
学び、最新の分子生物学的手法を駆使して感染症、及び免疫が関与する疾患の病因・
病態解明、治療法の開発など比較的臨床に近い研究を行っています。

まさにベンチからベットサイド、ベットサイドからベンチまで幅広い技術と深い知識が習
得できる講座です。

講座の紹介

主な研究内容
1） 感染防御機構の解明
臨床と基礎の橋渡しとなる研究：
重症感染症患者から検出される病原微生物の難治化因子の検索

基礎研究：感染動物や培養細胞を用いた実験
免疫細胞と病原体（細菌、真菌、原虫など）、菌体成分、毒素、サイトカイン、ケモカイン、
と抗菌薬との相互作用に関する研究

2） 薬剤耐性菌の疫学、病原性、耐性機構の解析と迅速検出法、治療に関する研究
3） 自然免疫(特に好中球)と臨床分離微生物との相互作用に関する研究
4） 動脈硬化・高尿酸血症と自然免疫の関連
5） 昆虫モデルを用いた薬剤耐性菌の病原性の解析と新規治療薬の開発



実際のプロジェクトの一部
1.  臨床分離多剤耐性Acinetobacter baumanniiの病原性評価
２.  薬剤耐性菌制御を目指した研究として

臨床から分離されたKlebsiellaなどのグラム陰性菌を中心とした耐性菌出現機構の
解析（疫学、機能解析）、耐性菌の迅速検出法と治療薬の開発

３．臨床分離株の治療難治化に関わるバイオフィルム形成能の評価及びバイオフィルム
形成下における抗菌薬の活性変化に関する研究

４．ボランティアより採取したヒト血球を用いた病原微生物およびその構成要素の初期免
疫とのインタラクションに関する研究

大学院で学ぶこと
1.  医学研究の方法

最新リサーチ・スキル（マインド）の習得、感染症/免疫、抗菌薬に関する知識の習得
ex.） 分子生物学をベースとした実験手技、 Data Baseを利用した 遺伝子解析法、

タンパク質分析法などを習得
2. 英文学位論文作成

最新医学英語論文読解攻略法を伝授
ex.) 論文要約のテクニック、医学英語（会話）の習得・実践、国内外での学会発表等
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